
（山口県）

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
の
伝
統
が
構
築 

住
み
よ
さ
の
評
価
は
全
国
区

　

山
口
県
の
南
東
部
に
あ
り
、
市
域
南
部
が
瀬
戸
内

海
に
面
す
る
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
・
下
松
市
」
は
、

昭
和
14（
１
９
３
９
）年
11
月
３
日
、
旧
都
濃
郡
下
松

町
・
同
久
保
村
・
同
末
武
南
村
・
同
花
岡
村
の
１
町

３
村
の
合
併
で
市
制
施
行
。
下
松
市
と
し
て
の
歩
み

を
開
始
し
た
。
ま
た
、
昭
和
29（
１
９
５
４
）年
11
月

１
日
に
は
旧
都
濃
郡
米
川
村
を
編
入
し
、
昭
和
37

（
１
９
６
２
）年
に
は
旧
都
濃
郡
都
濃
町
の
一
部
を
編

入
、
現
在
の
市
域
89
・
34
㎢
（
市
制
施
行
時
は
62
・

90
㎢
）
と
な
っ
た
が
、
下
松
市
は
平
成
の
大
合
併
の

潮
流
の
際
に
は
単
独
市
制
を
貫
い
た
、
県
内
で
は
数

少
な
い
都
市
の
一
つ
だ
。

　

市
制
施
行
時
の
人
口
は
３
万
３
１
２
２
人
で
、

本
年
２
月
１
日
現
在
の
人
口
は
５
万
６
２
２
３
人
。

人
口
の
ピ
ー
ク
は
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
２
月
末

の
５
万
７
３
６
９
人
だ
っ
た
。
山
口
県
の
人
口
動

態
が
昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年
の
約
１
６
２
万
人
を

ピ
ー
ク
に
逓
減
傾
向
を
続
け
て
い
る
の
に
対
し
、

下
松
市
は
令
和
２
年
ま
で
増
加
を
続
け
、
同
年
実

施
の
国
勢
調
査
で
は
下
松
市
は
県
内
で
唯
一
、
前

回
調
査
よ
り
人
口
を
増
や
し
た
自
治
体
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
同
年
を
境
に
下
松
市
も
微
減
傾
向
の
流

れ
に
入
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
下
松
市
の
人
口
の
現

状
は「
ほ
ぼ
横
ば
い
」に
近
い
水
準
を
保
っ
て
い
る
と

い
え
る
。
そ
の

背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
考
え
ら
れ
る

が
、
大
き
い
の
は
「
も
の
づ
く
り

の
ま
ち
」な
ら
で
は
の「
豊
富
な
雇
用
の
場
」だ
。

　

下
松
市
内
の
工
業
地
帯
は
、
周
知
の
通
り
、
近

代
以
降
に
多
種
多
様
な
も
の
づ
く
り
産
業
が
立
地

し
た
瀬
戸
内
工
業
地
帯
の
一
角
を
占
め
る
、
周
南

工
業
地
域
の
さ
ら
に
中
核
を
成
し
て
お
り
、
大
正

時
代
か
ら
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
き
た
。

　

も
の
づ
く
り
産
業
の
集
積
化
に
付
随
し
て
、
就

業
者
と
そ
の
家
族
の
移
住
・
定
住
な
ど
が
相
次
ぎ
、

市 政 ル ポ 下
く だ ま つ

松市

国
くにい

井益
ますお

雄
下松市長

産
官
民
の
連
携
で
創
る
住
み
よ
さ
定
評
の《
星
ふ
る
ま
ち
》

目
標
は
全
世
代
が
元
気
な
に
ぎ
わ
い
と
活
力
に
満
ち
た
ま
ち

下松市の工業地帯は海峡越しに笠戸島を臨む旧塩田地帯に構
築されている
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生
活
環
境
面
の
都
市
化
も
総
合
的
に
進
み
、
都
市

的
集
積
と
自
然
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
ま
ち

と
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
推
移
し
て
き
た
。
そ

の
成
果
は
、
工
業
都
市
と
し
て
の
実
力
の
一
つ
の

表
象
と
も
い
え
る
、
下
松
市
の
「
暮
ら
し
や
す
さ
」

へ
の
高
い
評
価
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
直
近
の
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
２
５
（
東
洋
経
済
新
報
社
）」
に
お
い
て
、
下
松

市
は
山
口
県
内
第
１
位
、
中
四
国
地
方
で
第
２
位
、

全
国
（
８
１
２
市
区
／
同
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
東

京
都
千
代
田
区
、
中
央
区
、
港
区
の
３
区
は
対
象
か

ら
除
外
）
で
も
第
８
位
と
い
う
輝
か
し
い
位
置
付
け

が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
「
近
年
ず
っ
と
続
い
て
い
る
、
下
松
市
の
暮
ら
し

や
す
さ
、
住
み
よ
さ
へ
の
高
い
評
価
は
も
ち
ろ
ん

う
れ
し
い
限
り
で
す
。
し
か
し
、
全
国
の
多
く
の

自
治
体
と
同
様
、
人
口
減
少
の
抑
制
は
現
在
の
下

松
市
の
長
期
的
課
題
の
一
つ
で
、
そ
の
た
め
の
施

策
・
事
業
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
一
層
、
今
回
の
『
住
み
よ

さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』
全
国
第
８
位
と
い
う
評
価
に
は
、

下
松
市
の
現
状
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は
間

違
っ
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
確
信
と
新
た
な
勇
気

を
、
改
め
て
頂
い
た
気
が
し
ま
す
」

　

昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
の
入
職
以
来
、
平
成
19

（
２
０
０
７
）
年
春
ま
で
下
松
市
の
職
員
と
し
て
勤

務
。
３
期
に
わ
た
る
山
口
県
議
時
代
を
経
て
、
平

成
28
（
２
０
１
６
）
年
４
月
に
就
任
以
来
、
本
年
４

月
で
３
期
11
年
目
を
迎
え
た
国
井
益
雄

下
松
市
長
は
淡
々
と
そ
う
語
る
。

　

だ
が
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お

け
る
下
松
市
は
、
実
は
全
国
上
位
の
常

連
だ
。
２
０
２
５
年
版
以
前
の
５
年
間

も
全
国
第
10
位
か
ら
33
位
ま
で
と
上
位

を
保
ち
、
生
活
の
「
快
適
度
」
と
「
利
便

度
」へ
の
評
価
が
特
に
高
い
。
こ
れ
は
同

ラ
ン
キ
ン
グ（
平
成
５
／
１
９
９
３
年
開

始
）の
初
期
か
ら
一
貫
し
た
傾
向
で
、
下

松
市
の
「
住
み
よ
さ
」
に
対
す
る
全
国
区

的
評
価
は
、
も
は
や
「
定
評
」
と
化
し
て

い
る
と
も
い
え
る
。

　
「
そ
の
要
因
を
私
な
り
に
考
え
ま
す

と
、
例
え
ば
市
民
の
暮
ら
し
に
密
着
し

た
水
道
料
金
に
関
し
て
、
下
松
市
は
温

見
ダ
ム
と
末
武
川
ダ
ム
の
二
つ
の
ダ
ム
の
効
果
も

あ
り
、
山
口
県
で
は
最
安
価
格（
全
国
で
も
第
４
位
）

を
ず
っ
と
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鉄
道
・
鉄
鋼
・
造
船
業
な
ど
の
重
工
業

や
ハ
イ
テ
ク
産
業
を
軸
と
す
る
『
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
』
で
あ
る
下
松
市
は
、
産
業
活
動
が
伝
統
的
に
活

発
な
た
め
、
雇
用
の
場
の
豊
富
さ
に
加
え
、
年
平

均
３
５
０
０
億
円
超
の
製
造
品
出
荷
額
お
よ
び
、

市
民
税
や
固
定
資
産
税
の
安
定
し
た
収
入
な
ど
で
、

財
政
力
指
数
も
山
口
県
内
第
１
位
で
推
移
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
新
た
な
公
共
事
業
へ
の
投
資

な
ど
、
市
民
生
活
の
豊
か
な
質
に
直
結
す
る
施
策

や
事
業
を
、
積
極
的
に
行
え
る
と
い
う
強
み
が
あ

徳山下松港は国選定の「国際バルク戦略港湾」。国際物流ターミナル整備事業の一環
で大型船舶の入港が可能な水深19ｍの桟橋が新たに造られた

下松市
山口市
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り
ま
す
」（
国
井
市
長
）

　

加
え
て
下
松
市
で
は
「
妊
娠
か

ら
子
育
て
ま
で
一
貫
し
た
伴
走
型

の
支
援
体
制
」
に
加
え
、
子
ど
も

医
療
費
の
助
成
や
保
育
料
無
償

化
、
小
学
校
給
食
費
無
償
化
、
保

育
園
待
機
児
童
解
消
へ
の
積
極
的

な
対
処
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

拡
充
な
ど
、
各
種
の
手
厚
い
子
育

て
支
援
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

地
域
で
就
労
す
る
人
が
多
い

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」な
ら
で
は

の「
職
住
接
近
」が
実
現
し
、
家
族

と
過
ご
す
時
間
を
確
保
し
や
す
い

と
い
う
地
域
特
性
も
あ
る
。
笠
戸

島
や
米
泉
湖
な
ど
が
織
り
な
す
豊

か
な
自
然
環
境
が
あ
り
、
休
日
も

近
場
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
良
好
な

環
境
も
整
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
「
住
み
よ
さ
」
が
、

働
き
盛
り
世
代
お
よ
び
子
育
て

世
代
の
支
持
を
得
て
い
る
こ
と

は
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
山
口

県
内
で
第
１
位
、
全
国
（
町
村
も

含
む
）
で
第
37
位
（
令
和
６

（
２
０
２
４
）年
４
月「
厚
生
労
働

省 

人
口
動
態
保
健
所
・
市
区
町

村
別
統
計
の
概
況
」よ
り
／
令
和
４（
２
０
２
２
）年

末
時
点
で
下
松
市
は
１
・
87
、
全
国
平
均
は
１
・

33
、
山
口
県
は
１
・
50
）で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も

分
か
る
。

　
「
同
時
に
下
松
市
の
中
心
市
街
地
で
は
、
自
転
車

で
気
軽
に
回
れ
る
範
囲
内
に
、
大
型
商
業
施
設
や

医
療
機
関
、
子
育
て
支
援
施
設
、
福
祉
施
設
な
ど

が
多
く
立
地
し
て
い
る
の
も
特
徴
的
と
自
負
し
て

い
ま
す
。
最
大
の
雇
用
の
場
で
あ
る
工
業
地
帯
も
、

中
心
市
街
地
に
ほ
ぼ
隣
接
す
る
形
で
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
日
常
生
活
に
必
要
な
も
の
が
職
住
接
近

の
環
境
内
で
全
て
そ
ろ
う
、
文
字
通
り
の
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
な
の
で
す
」（
国
井
市
長
）

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
の
歩
み
が
醸
成 

今
日
に
至
る
産
官
民
の
絆

　

そ
ん
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
の
下
松
市

を
象
徴
す
る
存
在
感
を
放
つ
施
設
が
、
中
心
市
街

地
に
立
地
す
る
《
下
松
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
・
キ
ラ

ル
》だ
。

　

市
民
の
日
常
生
活
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
専
門
店

が
入
居
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
（
ゆ
め
タ
ウ
ン

下
松
）、
映
画
館
、
座
席
数
１
０
０
０
席
を
誇
る
大

ホ
ー
ル
の
あ
る
文
化
会
館
「
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま

つ
」、
下
松
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
「
ハ
ピ
ス
タ
く
だ
ま
つ
」、
下
松
市
休
日
診
療

所
、
下
松
医
師
会
、
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
局
な
ど
が
併
設
さ

れ
て
い
る
。
暮
ら
し
に
必
要
な
モ
ノ
と
コ
ト
が
凝

縮
し
た
、
商
業
・
文
化
・
健
康
・
医
療
の
複
合
拠

点
施
設
で
、
ま
さ
に
「
住
み
よ
さ
」
を
体
現
す
る
施

設
と
い
え
る
。

　

長
年
に
わ
た
り
構
築
さ
れ
て
き
た
、
下
松
市
の

総
合
的
な
「
住
み
よ
さ
」
の
背
景
に
は
、
大
正
時
代

に
始
ま
り
、
今
日
の
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
・
下
松

市
」
に
ま
で
至
る
遠
大
な
建
設
計
画
と
、
そ
れ
に
伴

う
「
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
」
が
存
在
し
た
こ

と
は
、
下
松
市
の
市
制
施
行
80
周
年
（
令
和
元
／

２
０
１
９
年
）
記
念
事
業
で
復
刻
さ
れ
た
冊
子
『
秋

の
夜
話
』か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　
「
下
松
市
の
市
制
施
行
80
周
年
記
念
式
典
は
、
私

が
市
長
に
就
任
し
て
４
年
目
の
秋
、
令
和
元
年
11

月
２
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
復
刻
版
の『
秋
の
夜
話
』

の
発
行
も
同
日
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
冊
子
は
、
下
松
市
が
今
ま
さ
に
誕
生
し
よ

う
と
す
る
昭
和
14
年
11
月
の
直
前
の
時
期
（
10
月
）

に
、
そ
れ
ま
で
地
域
の
近
代
化
に
大
き
く
尽
力
し

商業・文化・健康・医療など市民生活に必需の要素が凝縮された「下松タウン
センター・キラル」はコンパクトシティ・下松市の象徴的施設

ヒラメの養殖の模様も見られる「下松市栽培漁業センター（笠戸
島）」は海のテーマパーク的存在の人気施設

昭和45年完成の笠戸大橋は美しいアーチが特徴的なランガートラス橋。
橋の下を船舶が行き来する様子は下松市を代表する「映え風景」の一つだ
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下松市　市 政 ル ポ

（山口県）

て
こ
ら
れ
た
矢
島
専
平
翁
（
山
口
県
選
出
の
元
衆
議

院
議
員
）
が
、
新
市
・
下
松
市
の
出
発
へ
の
『
は
な

む
け
』
と
し
て
、
大
正
時
代
か
ら
計
画
が
始
ま
っ
た

『
工
業
都
市
・
下
松
』
建
設
の
歴
史
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
未
来
の
下
松
市
に
託
す
思
い
が
つ
づ
ら
れ

た
貴
重
な
手
記
で
す
。
市
制
施
行
80
周
年
の
直
前

に
、
こ
の
手
記
の
原
本
が
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
一
読
し
て
す
ぐ
、
復
刻

版
の
出
版
を
決
め
ま
し
た
」（
国
井
市
長
）

　

明
治
時
代
か
ら
工
業
地
帯
の
建
設
が
始
ま
っ
た
瀬

戸
内
沿
岸
地
域
に
お
い
て
、
ま
だ
漁
村
だ
っ
た
下
松

の
地
に
、
新
た
な
一
大
工
業
都
市
を
建
設
し
よ
う
と

企
図
す
る
『
下
松
大
工
業
都
市
建
設
計
画
』
が
発
表

さ
れ
た
の
は
、
大
正
６（
１
９
１
７
）年
の
こ
と
だ
。

立
案
者
は
著
名
な
実
業
家
・
久
原
房
之
助
（
明
治
２

／
１
８
６
９
年
～
昭
和
40
／
１
９
６
５
年
）
で
、
矢

島
専
平
（
明
治
９
／
１
８
７
６
年
～
昭
和
30
／

１
９
５
５
年
）は
そ
の
実
行
推
進
役
と
な
っ
た
。

　

矢
島
専
平
は
渋
沢
栄
一
と
共
に
日
本
初
の
電
力
会

社「
東
京
電
燈
会
社
」を
設
立
し
た
実
業
家
・
矢
島
作

郎
の
後
継
者
（
養
子
／
生
ま
れ
は
下
松
市
に
隣
接
す

る
現
・
光
市
）
で
、
若
年
時
は
日
露
戦
争
な
ど
に
も

従
軍
し
た
陸
軍
の
軍
人
だ
っ
た
。
退
役
後
に
長
周
銀

行
の
頭
取
や
下
松
銀
行
の
役
員
を
歴
任
す
る
な
ど
実

業
界
に
転
じ
、
大
正
６
年
に
は
、
下
松
の
塩
田
地
帯

に
立
地
す
る
養
父
・
矢
島
作
郎
の
別
邸
（
覧
海
軒
／

18
世
紀
初
頭
に
地
元
の
豪
商
が
塩
田
か
ら
の
利
益
を

注
ぎ
込
み
建
設
し
た
豪
邸
）を
継
承
し
た
。

　

現
・
萩
市
出
身
の
久
原
房
之
助
は
、
日
立
製
作

所
や
日
立
造
船
、
日
産
自
動
車
、
日
本
鉱
業
（
現
・

ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ー
）
な
ど
の
母
体
と
な
っ
た
久
原

鉱
業
所（
後
の
日
立
鉱
山
）を
創
設
し
た
。

　
「
今
日
も
工
場
群
が
並
ぶ
、
海
峡
を
隔
て
て
笠
戸

島
を
臨
む
エ
リ
ア
一
帯
は
、
覧
海
軒
が
建
っ
て
い

た
宮
ノ
洲
地
区
も
含
め
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
広

大
な
塩
田
地
帯
で
し
た
。
久
原
房
之
助
の
計
画
は
、

こ
の
宮
ノ
洲
地
区
を
中
心
と
す
る
広
大
な
塩
田
地

帯
に
造
船
・
鉄
鋼
な
ど
の
大
規
模
工
場
を
誘
致
し
、

併
せ
て
、
現
在
の
下
松
市
の
市
域
と
、
隣
接
す
る

周
南
市
の
一
部
を
含
む
旧
１
町
５
村
（
当
初
は
１
町

３
村
）
の
エ
リ
ア
に
、
新
市
街
地
を
建
設
。
そ
こ
に

は
当
時
で
は
珍
し
い
上
下
水
道
、
電
車
路
線
、
劇

場
な
ど
も
整
備
し
た
モ
ダ
ン
な
市
街
地
を
建
設
す

る
と
い
う
、
遠
大
な
計
画
で
し
た
。

　

こ
の
話
は
た
ち
ま
ち
地
元
の
人
々
に
も
受
け
入
れ

ら
れ
ま
す
。
中
心
人
物
の
矢
島
専
平
翁
も
自
身
の

所
有
す
る
塩
田
や
覧
海
軒

を
手
放
す
な
ど
、
地
域
の

発
展
と
公
益
の
た
め
に

率
先
し
て
動
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
当
時
は
、
第
１

次
世
界
大
戦
（
大
正
３
／

１
９
１
４
年
～
大
正
７
／

１
９
１
８
年
）
の
真
っ
た

だ
中
で
、
ア
メ
リ
カ
が
日

本
向
け
も
含
め
た
鉄
鋼
の

輸
出
を
制
限
し
た
た
め
、

造
船
業
が
中
止
に
な
る
な

ど
、
計
画
の
大
幅
な
変

更
・
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
。

　

こ
う
し
て
『
下
松
大
工
業
都
市
建
設
計
画
』
は
、

予
定
通
り
に
は
い
か
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
矢

島
専
平
翁
を
中
心
に
、
そ
う
し
た
苦
境
の
中
で
も

『
も
の
づ
く
り
』
を
軸
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
完
遂

し
た
い
と
い
う
地
域
の
人
々
の
情
熱
は
消
え
る
こ

と
な
く
、
機
械
工
業
や
機
関
車
製
造
な
ど
を
足
掛

か
り
に
積
極
的
な
工
場
誘
致
を
実
施
。
そ
れ
が
軌

道
に
乗
り
、
昭
和
14
年
に
山
口
県
内
で
７
番
目
の

市
制
を
施
行
し
、
下
松
市
が
誕
生
す
る
原
動
力
と

な
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
87
年
目
の
現
在
、
下
松
市
に
は
約
60

社
の
製
造
業
が
立
地
。
こ
の
工
業
地
帯
を
基
盤
に
、

『
住
み
よ
さ
』で
も
各
方
面
か
ら
評
価
を
頂
け
る『
も

の
づ
く
り
の
ま
ち
・
下
松
市
』
が
構
築
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
で
す
」（
国
井
市
長
）

年齢や障害の有無に関係なく、多様な特性を持つ利用者が安全・安心に楽
しめる数々の配慮がなされたインクルーシブ公園「恋ヶ浜クナイパーク」
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自
然
と
都
市
的
集
積
の
好
バ
ラ
ン
ス 

星
ふ
る
ま
ち
・
下
松
市
の
魅
力

　

大
正
時
代
に
企
図
さ
れ
た
計
画
と
は
少
し
違
う
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
下
松
市
の
現
在
の
姿
は
、
工

業
地
帯
と
都
市
的
集
積
度
の
高
い
市
街
地
が
混
然
一

体
に
溶
け
合
う「
一
大
工
業
都
市
」の
建
設
を
目
指
す

―
―
と
し
た
、
当
初
計
画
の
基
本
理
念
に
も
、
結
果

的
に
か
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
市
制
施
行
後
の
「
も

の
づ
く
り
の
ま
ち
」
と
し
て
の

下
松
市
の
歩
み
は
、
実
は
常
に

順
調
だ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
下

松
市
は
相
次
ぐ
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
で
日
本
経
済
が
混
乱
に
陥
っ

た
１
９
７
０
年
代
半
ば
、
法
人

市
民
税
収
入
の
大
幅
な
下
落
な

ど
か
ら
財
政
再
建
団
体
に
指
定

（
昭
和
51
／
１
９
７
６
年
９
月
）

さ
れ
て
い
る
。
再
建
計
画
の
実

施
期
間
は
昭
和
59（
１
９
８
４
）

年
度
ま
で
の
８
年
間
。
計
画
成

立
時
点
の
確
定
赤
字
額
は
約

23
億
円
だ
っ
た
。

　

再
建
期
間
中
は
、
議
会
や
市

民
か
ら
の
協
力
を
取
り
付
け
つ

つ
果
断
な
行
財
政
改
革
を
行

い
、
地
域
に
立
地
す
る
製
造
業

各
社
と
の
関
係
構
築
も
、
改
め

て
緊
密
な
も
の
へ
と
見

直
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
昭
和

55
（
１
９
８
０
）
年
に
稼

働
開
始
し
た
中
国
電
力

の
火
力
発
電
所
増
設
な

ど
に
伴
う
固
定
資
産
税
・

法
人
市
民
税
な
ど
の
収

入
増
も
あ
り
、
再
建
期

間
は
１
年
間
短
縮
。
昭

和
58
（
１
９
８
３
）
年
度

末
で
赤
字
を
解
消
し
、

財
政
再
建
団
体
か
ら
脱

し
た
。

　

下
松
市
は
そ
の
後
も
財
政
再
建
団
体
時
代
の
教

訓
を
生
か
し
、
行
財
政
改
革
の
絶
え
ざ
る
実
施
に

努
め
、
地
域
に
立
地
す
る
企
業
と
の
緊
密
な
連
携

の
下
、
産
官
民
の
協
働
に
よ
る
「
住
み
よ
さ
」「
働

き
や
す
さ
」
を
基
盤
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い

進
す
る
。

　

そ
う
し
た
苦
い
歴
史
か
ら
の
脱
却
の
過
程
で
改

め
て
得
ら
れ
た
「
産
官
民
の
強
い
絆
」
こ
そ
は
、
現

在
の
下
松
市
の
住
み
よ
さ
の
源
泉
を
下
支
え
す
る
、

最
大
の
地
域
財
産
の
一
つ
と
い
え
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

例
え
ば
、
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
度
か
ら
は
、

下
松
市
の
鉄
鋼
産
業
を
代
表
す
る
企
業
・
東
洋
鋼

鈑
株
式
会
社
と
の
連
携
事
業
「
子
ど
も
の
豊
か
な
心

と
夢
を
育
む
活
動
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
同
社
が

下
松
市
で
の
操
業
75
周
年
記
念
に
開
始
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
同
社
は
毎
年
「
次
世
代
育
成
支
援
基

金
」
と
し
て
３
０
０
万
円
を
下
松
市
に
寄
付
。
そ
れ

を
原
資
に
下
松
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
、
小
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
と
す
る
文
化
事
業
の
ほ
か
、
多
彩
な
地
域

活
性
化
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
新
幹
線
な
ど
の
鉄
道
車
両
を
製
造
す

る
株
式
会
社
日
立
製
作
所
や
、
造
船
の
株
式
会
社

新
笠
戸
ド
ッ
ク
な
ど
、
下
松
市
内
に
立
地
す
る
主

だ
っ
た
事
業
者
は
折
に
触
れ「
工
場
見
学
会
」や「
産

業
見
学
ツ
ア
ー
」
な
ど
を
下
松
市
と
の
連
携
で
開
催

し
、
次
世
代
だ
け
で
な
く
全
て
の
年
代
の
市
民
に

向
け
て
、
地
域
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
る
。

　

中
で
も
市
民
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
鉄
道
フ
ァ

ン
、
観
光
客
か
ら
も
大
人
気
な
の
が
「
道
路
を
走

る
鉄
道
車
両
見
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
鉄
道
車

新笠戸ドックで開催される「造船所見学会」。老若男女の市民がこ
の日を楽しみに待つ

日立製作所で製造された新幹線など鉄道車両の陸上輸送の模様を見
られる「鉄道車両見学プロジェクト」には毎回多くの見物客が詰めか
ける

東洋鋼鈑と下松市の連携で展開される「子どもの豊かな心と夢を育む活動」は、地元企業と下松市を結ぶ
強い絆の象徴だ
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下松市　市 政 ル ポ

（山口県）

両
の
移
送
は
通
常
、
道
路
が
す
く
深
夜
に
行
わ
れ

る
が
、
下
松
市
で
は
あ
え
て
告
知
と
共
に
昼
間
に

行
い
、
大
勢
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
集
め
て
、
鉄
道
車

両
の
移
送
を
見
学
し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
の
だ
。

　
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
目
的
は
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
や
若
者
た
ち
に
、
も
の
づ
く
り
へ

の
夢
と
希
望
を
抱
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
地
域
の
も
の
づ
く
り

産
業
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
鉄
道
車
両
の
最
終
出
荷
の
模
様
を
一
緒
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
、
感
謝
の
念
を
込
め
た

イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
し
た
」（
国
井
市
長
）

　

下
松
市
に
は
「
く
だ
ま
つ
も
の
づ
く
り
女
子
就
業

推
進
認
定
事
業
者
」
制
度
が
あ
り
、
女
性
の
採
用
・

育
成
に
熱
心
な
企
業
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
「
下
松
市
も
の
づ
く
り
女
子
応
援
サ

イ
ト
～
モ
ノ
ジ
ョ
ノ
ミ
カ
タ
～
」
を
設
置
し
、
も
の

づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
全
国
の
女
性
に
対
し
、
下

松
市
へ
の
誘
い
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
市
内

に
立
地
す
る
も
の
づ
く
り
産
業
へ
の
新
た
な
就
業

者
の
確
保
と
、
そ
れ
を
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
る

施
策
の
一
環
で
も
あ
る
。
通
常
の
移
住
・
定
住
者

を
誘
致
す
る
事
業
と
は
別
に
、
も
の
づ
く
り
人
材
、

そ
れ
も
手
薄
な
女
性
就
業
者
の
養
成
に
特
化
す
る

こ
と
で
、
担
い
手
の
確
保
と
併
せ
、
人
口
減
少
の

抑
制
に
も
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
い
か

に
も
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」
ら
し
い
取
り
組
み
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
情
報
発
信
の
際
に
市
名
に

必
ず
冠
さ
れ
る
の
が
「
星
ふ
る
ま
ち
」
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
だ
。
下
松
と
い
う
地
名
の
由
来
は
、
推

古
天
皇
の
頃
、
鷲
頭
庄
青
柳
浦
の
松
の
木
に
大
星

（
北ほ
く
し
ん辰
星
と
も
い
わ
れ
て
い
る
）
が
降
り
、「
星
が

降
っ
た
松
」が「
降
り
松
」に
、
さ
ら
に「
下
松
」と

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
一
説
に
よ
れ
ば
、
百
済
の
琳
聖
太
子
が
渡
来

し
、
以
来
、
百
済
と
の
交
易
が
開
け
た
こ
と
に
よ
り
、

百
済
と
交
易
す
る
港
（
津
）、
す
な
わ
ち
百く
だ
ら
つ

済
津
が

な
ま
っ
て「
く
だ
ま
つ
」と
な
り
、「
下
松
」

と
書
き
表
す
よ
う
に
な
っ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
言
い
伝
え
が
継
承

さ
れ
、
暮
ら
し
の
中
に
「
星
ふ
る
ま
ち
」

と
し
て
息
づ
い
て
い
る
。

　

鉄
道
車
両
製
造
・
造
船
業
・
鉄
鋼
業

な
ど
の
重
工
業
か
ら
ハ
イ
テ
ク
産
業
ま

で
、
多
彩
な
分
野
の
先
端
的
製
造
業
が

立
地
す
る
下
松
市
の
背
後
に
は
、
市
内
・

天
王
森
古
墳
周
辺
か
ら
令
和
２
年
に
出

土
し
た
「
大た
ち
が
た

刀
形
埴は

に
わ輪
」、
巫
女
や
盾
な
ど
を
か
た

ど
っ
た
「
形
象
埴
輪
群
」
が
象
徴
す
る
、
豊ほ
う
じ
ょ
う饒な
古

代
史
の
世
界
も
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
形
象
埴
輪
群

は
「
星
ふ
る
ま
ち
」
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
派
生
し
た

推
古
天
皇
の
時
代
と
も
重
複
す
る
、
約
１
５
０
０

年
前
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
天
王
森
古
墳
で
は
令
和
７（
２
０
２
５
）年

末
に
朝
鮮
半
島
製
と
み
ら
れ
る
金
の
耳
飾
り
２
点

が
県
内
で
初
め
て
発
掘
さ
れ
る
な
ど
、
被
葬
者
が

ヤ
マ
ト
政
権
の
対
外
交
渉
に
関
わ
る
有
力
者
で

あ
っ
た
可
能
性
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
歴
史
的
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
幅

広
さ
や
奥
深
さ
も
、
ま

た
、
現
代
有
数
の
「
住

み
よ
さ
」
を
誇
る
下
松

市
の
魅
力
の
源
泉
の
一

つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／

取
材
日
＝
令
和
８
年
１
月

19
日
）

花岡福徳稲荷社で毎年11月3日に開催の「稲穂祭」。メイ
ンイベントは「きつねの嫁入り」で、良縁が得られる祭り
として近年、若い女性に大人気だ

令和7年の年末、天王森古墳から出土した
ばかりの貴重な金の耳飾り（金製垂飾（す
いしょく）付き耳飾り）

天王森古墳で出土した「靫（ゆぎ）形埴輪」。靫は弓矢
の矢を携行するための入れ物だ。大刀形埴輪などと
共に、下松市の古墳遺跡の重要性を示している
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